
焦
って
視
野
が
狭
く
な
って
し
ま
っ
た
り
…
。

　

日
々
、
そ
ん
な
生
徒
た
ち
と
相
対
す
る
先

生
方
は
、
ど
の
よ
う
に
進
路
指
導
・
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
行
え
ば
い
い
の
か
試
行
錯
誤
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
一
昔
前
と
比
べ

て
、
職
業
観
の
変
化
や
進
路
の
多
様
化
に
対

応
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
声
も
多
く
聞

か
れ
ま
す
。

　

将
来
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
？
何
を
し
て

生
き
て
い
き
た
い
？
そ
う
い
っ
た
未
来
の
姿

を
考
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
「
今
」
の
自
分

を
見
つ
め
る
時
間
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
の
自
分
が
何
を
大
切
に
感
じ
、

ど
う
い
う
自
分
で
あ
り
た
い
の
か
。
本
特
集

で
は
、
高
校
生
が「
自
分
の
あ
り
方
」を
見
つ

め
、
自
ら
進
む
道
を
選
び
取
っ
て
い
く
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
方
法
を
考
え
ま
す
。

赤
羽
佐
希
子（
本
誌
デ
ス
ク
）

　

キ
ャ
リ
ア
の
選
び
方
や
働
き
方
が
多
様
化

す
る
昨
今
、
高
校
生
の
進
路
に
対
す
る
意
識

は
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
が
整
っ
た
時
代
に
生
ま
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使

い
こ
な
す
今
の
高
校
生
は
、
多
く
の
情
報
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
一
方
、
膨
大
な
情
報
の
渦
の
中
、

自
分
の
将
来
を
思
い
描
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
側
面
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
将

来
の
夢
や
目
標
を
見
つ
け
な
く
て
は
、
と
い
う

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

「
自
分
の
あ
り
方
」

キ
ャ
リ
ア
選
択

を
見
つ
め
る

特
集



SNSで情報発信をすることに慣れているため、周囲からの評価を気にしがち。「いい
ね」を多くもらえるような発信をする、アプリを使って写真を加工して投稿するなど、ほ
かの人から良く見られたい傾向がある。その反動からか「SNS疲れ」といった言葉も。

幼少期からソーシ
ャルメディア（S

NS等）が当たり
前に存

在し、SNSを使
いこなして情報収

集やコミュニケー
ション

を行う。閲覧履歴
を基にしたおすす

め（レコメンド）の
手法

に慣れているの
で、自らキーワード

を入れて検索す
る行為

はあまり得意では
ない。

幼少期

在し、S

を行う

何かを
買うとき

、知名
度やブ

ランドの
有無よ

りも、コ
ン

セプトや
開発ス

トーリー
に自分

が共感
できる

か、自分

の価値
観と合

ってい
るかを

重視し
がち。

就職活
動の

会社選
びなど

でも似
た傾向

が見ら
れる。

自分が
共感

を寄せ
るインフ

ルエン
サーの

言葉が
影響力

をもつ
。

かつては「憧れのあの人のようになりたい」と憧れの偶像に近づくのがモチベーションの一つだったが、絶対的なカリスマやロールモデルがいないと言われる昨今。「今の自分が少しバージョンアップできるくらいの未来」を思い描く傾向が指摘されている。

か
偶
絶

「推し」は自分が
好きなものや人

、キャラクターのこ
と。「この人を

応援している」こ
とが自分らしさを

表現する一つの
要素になって

おり、同じ推しを
応援している人

とネット上でつな
がることも。

2021年には新
語・流行語大賞

に「推し活」がノ
ミネートされる。

動画配信サービスなど、低価格で大量に映像コンテ

ンツを見られる環境が整うにしたがって、短時間で満

足を得られるかどうか（タイムパフォーマンス）が重視

されるようになった。動画の倍速視聴が話題に。

社会は変わった。
生徒も変わった。
̶̶本当に？

文／塚田智恵美
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